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『しげ、のぶ』

6日開設

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

『
し
げ
の
ぶ
』
を

知
っ
て
い
ま
す
か
?

-
Rデ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
い
っ
た
い

何
な
の
?

家
で
す
ご
す
こ
と
が
多
い
お
年

寄
り
の
方
々
に
専
用
パ
ス
で
お
い

で
い
た
だ
き
、
入
浴
や
食
事
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
お
年
寄
り
同
士
、
楽

し
く
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
た
だ
き
、
又
、
介
護
し

て
い
る
家
族
の
方
の
負
担
の
軽
減

を
図
る
も
の
で
す
。

-
Rデ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
ど

こ
に
あ
る
の
?
・

重
信
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

4 
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' 
+ 

' + 
+ 
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グ
人
生
八
十
年
。
と
い
う
世

界
最
長
寿
国
に
な
っ
た
日
本
。

来
る
二
十
一
世
紀
に
は
、

国
民
の
四
分
の
一
が
六
十
五

歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
社
会

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

す
べ
て
の
人
々
が
健
康
で
い

つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
こ
と
は
私
達
の
願

い
で
す
。

一
階
に
あ
り
ま
す
。

貴
利
用
で
き
る
人
は
?

重
信
町
に
居
住
し
て
い
る
、
概

ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
か
ら
だ

が
虚
弱
で
日
常
生
活
に
支
障
が
あ

る
方
で
す

。

-
Rサ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
?

-

送
迎
(
リ
フ
ト
パ
ス
他

一
台
)

・

入
浴
サ
ー
ビ
ス

-

給
食
サ
ー

ビ
ス

・

生
活
指
導
及
び
相
談

・

健
康
チ
ェ
ッ
ク

-

日
常
生
活
動
作
訓
練

・

養
護
及
び
休
養

以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す

。

貴
利
用
を
す
る
の
に
は
ど
ん
な
手

続
き
を
と
れ
ば
い
い
の
?

役
場
福
祉
課
又
は
デ
イ
サ
ー

ビ

ス
セ
ン
タ

ー

へ
、
備
え
付
け
の
申

し
込
み
書
を
提
出
し
ま
す
。

申
し
込
み
書
の
提
出
後
、
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
調
査
を
経
て
、
利
用

者
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

-
R利
用
の
頻
度
は
ど
の
く
ら
い
?

登
録
者
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、

現
在
は
、
一
週
間
に

一
回
の
利
用

が
で
き
る
状
況
で
す
。

-
R利
用
料
は
い
く
ら
?

飲
食
費
等
の
実
費
と
し
て
一
日

六
O
O

円
が
必
要
で
す
。

安
一
日
に
何
人
位
の
人
が
利
用
し

て
い
る
の
?
・

一
日
八
人
程
度
の
人
が
利
用
し

て
い
ま
す

。

*
問
い
合
せ
先
・
申
し
込
み
先
は
?

-

役
場
福
祉
課

包
六
四
ー

二
O
O

一
間

又
は
、

・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

『

し
げ
の
ぶ
』

岱
六
四
|

九
三
二
七

私
に
と
っ
て
は
、
六
月
七
日
は

素
晴
ら
し
い
一
日
で
し
た
。

職
員
の
方
が
全
力
で
真
心
、
」
め

て
お
仕
事
さ
れ
て
い
る
姿
に
心
打

た
れ
ま
し
た
。

人
と
人
、
心
と

心
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
お
世
話

し
て
項
く
つ
も
り
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

(
七
十
七
歳
・

女
性
)

待
ち
に
待
っ

て
い
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
せ
て
項
き
、
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

障
害
を
も

っ

て
か
ら
家
族
以
外

の
人
と
の
外
出
が
不
安
で
し
た

が
、
嬉
し
そ
う
に
帰
っ
た
の
で
安

心
い
た
し
ま
し
た

。

「

良
か

っ
た
?
ど
ん
な

事
し
た

の
?
」

等
い
ろ
い
ろ
と
聞
き
ま
し

た
が
、
障
害
の
為
な
の
か

、

忘
れ

て
話
す
事
は
出
来
ま
せ
ん

。

し
か

し
、
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、
楽
し

。
私
一
還
が
業
績
で

お
待
ち
し
て
い
ま
'

‘
田
村
久
雄

(
セ
ン
ター
長
)

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

し

げ
の
ぶ
へ
来
て
よ
か
っ
た

。

次
の

来
所
が
楽
し
み
だ

。

」
と
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

方
に
は
、
元
気
で
人
生
を
送
ら
れ

る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

我
々
の
先
輩
達
の
幸
せ
を
祈
り
つ

つ
頑
張
り
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご

鞭
捷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

料
、{

与

『

/

渡
遷
寿
仁

4
・

4

-

(主
任
福
祉
相
談
員
)

新
生
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
開
所
に
あ
た
り
、
高
齢
者
が
可

能
な
限
り
家
庭
で
、
又
、

地
域
社

会
の
中
で
、
豊
か
で
幅
の
あ
る
生

活
を
維
持
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

地
域
に
密
着
し
た
愛
の
あ
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
し

た
い
と
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。



• 3 目bムι，けehs-J

デイサービスセンター
平成6年6月

重
信
町
で
は
、
本
格
的
な

高
齢
社
会
に
備
え
、
平
成

日

年
度
を
目
標
に

「

重
信
町
老

人
保
健
福
祉
計
画
L

を
策
定

し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
在
宅
福
祉

サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
重
点
目

標
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
て
い
ま



す
。
今
回
開
設
し
た
デ
イ
サ
l

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
、

そ
う
し

た
要
請
を
踏
ま
え
て
い
ま
す
。

か
っ

た
事
が
う
か
が
え
ま
す

。

私
も
留
守
番
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
休
ま
せ
て
項
き
ま
し
た

。

職

員
の
方
に
は
御
迷
惑
を
か
け
ま
す

が
、
今
後
も
楽
し
み
に
利
用
さ
せ

て
項
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
介
護
者
五
十
四
歳
・
女
性
)

六
月
六
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
閉

所
式
に
は
、
八
名
の
参
加
者
と
リ

フ
ト
パ
ス
に
て
送
迎
し
て
項
き
ま

し
た
。町

長
さ
ん
か
ら
福
祉
に
対
し
て

並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
伺
い
、
又

、

日
頃
は
他
の
自
治
体
で
は
得
ら
れ

ぬ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

弱
音
を
吐
く
様
で
す
が
、
私
も

高
齢
者
手
帳
を
項
く
年
と
な
り
、

+ .. ..曹.. ..‘"申骨骨.. .. ..骨骨'‘'ー，

毎
日
の
介
護
に
疲
労
が
重
な
る
折
、

週
一
度
の
サ
ー
ビ
ス
は

一
服
の
清

涼
剤
で
本
当
に
有
り
難
い
こ
と
で

す
。日

頃
は
、
寝
た
き
り
の
母
で
す

が
、
外
気
に
触
れ
た
こ
と
が
刺
激

と
な
り
緊
張
し
て
一
日
を
無
事
過

ご
せ
た
事
は
驚
き
で
し
た

。

念
願

の
お
風
呂
に
も
入
れ
て
項
き
、
「
皆

様
の
お
心
遣
い
に
は
頭
が
下
が
っ

た
。

」
と
は
母
の

言
葉
で
し
た

。

関
係
者
の
方
々
に
は

心
よ
り
感

謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
ま
す

。

(
介
護
者
六

十
六
歳

・
女
性
)

保
健
福
祉
相
談
窓
口

「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家
で

く
ら
す
た
め

」
に
、

今
後
は
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
の
連

携
し
た
支
援
が
必
要
で
す

。

こ
こ
で
は
、
ど
こ
で
、
と
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
が
受
け
ら

れ
る
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

宮
六
四
一
五

九
七
(
直
通
)

-

ホ
l

ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
直
接
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・

ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
や
シ
ル
バ
ー

人
材
等
に
関
す
る
こ
と

・

心
配
ご
と
相
談

-

生
活
福

松
資
金
の
貸
付
に
関

斗9
フ
h
v、
」
〉
」

重
信
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー

宮
六
回
ー
一
五
九
七
(
社
協
共
通
)

・

セ
ン
タ
ー
で
の
趣
味

・

教
養

講
座
に
関
す
る
こ
と

-

老
人
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
こ
と

・

そ
の
他
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に

関
す
る
こ
と
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
し

げ
の
ぷ
」

宮
六
四
|

九
三
二
七
(
直
通
)

-

毎
週
月
曜
日
i

金
曜
日
の

畳

問
、
送
迎
つ
き
で
、
リ
ハ
ビ

リ
や
入
浴
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

健
康
相
談
電
話
(
保
健
婦
室
内
)

包
六
四
l

四

一
七
O
(直
通
)

-

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
広
く

町

民
の
方
か

ら
の

健
康
に
関
す

る
相
談
の
た
め
の
専
用
電
話

・

保
健
婦
室
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

不
在
時
は
留
守
番
電
話

で
相
談
内
容
を
承
り

、

後
日
、

医
師
又
は
保
健
婦
か
ら
電
話

で
ご
返
事
い
た
し
ま
す

。

役
場
福
祉
課

宮
六
回
|

二
O
O

一
間

(
内
線
二
五

一
l
'

二
五
四
)

・

社
全
福
祉
に
関
す
る
相
談

(
老
人
福
祉
・
身
障
福
祉
・

母

子
福
祉
・
生
活
保
護
等
)

-

児
童
福
祉
に
関
す
る
相
談

・

環
境
衛
生
に
関
す
る
相
談

・

公
害
に
関
す
る
相
談

等

杉
野
あ
け
み

(
寮
母
)

重
信
町
で
は
初
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
で
す
が
、
来
ら
れ
た
方
が

気
軽
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
忠
つ
て
は
り
き

っ

て
い

ま
す

。

み
な
さ
ん
も
是
非
の
ぞ
き

に
来
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す

。-F一
ご

林
勝
政

(運
転
手
兼
介
助
員
)

福
祉
の
仕
事
は
初
め
て
で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

町
福

祉
課
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

、

ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
達
と
協
力
し
て
、

心
豊
か
な
福
祉
の
町
を
作
る
第

一

歩
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す

。

潮

祥
子

(
保
健
婦
)

重
信
町
の
福
祉
の
発
展
の
た
め

に
大
勢
の
方
々
と
協
力
し
て
、
少

し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す

。
六
月
よ
り
待
望
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
開
設
と
な

り
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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高
額
療
養
費

国
保
で
診
療
を
受
け
た
場
合
、

一
部
負
担
金
(
医
療
費
の
三
割
)
を

支
払
い
ま
す
が
、
最
近
は
医
療
の

高
度
化
に
よ
り

一
部
負
担
金
が
高

額
と
な
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん

。

被
保
険
者
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
た
め
に
、
二
足
額

を
超
え
る

一
部
負
担
金
を
支
払
っ

た
場
合
、
そ
の
超
え
る
額
が
後
か

ら
支
給
さ
れ
る
、

高
額
療
養
費
制

度
が
あ
り
ま
す

。

高
額
療
養
費
の
計
算
の
基
準

①
一
ヶ
月
ご
と
に
計
算
し
ま
す

。

「

一
ヶ
月
ご
と
」
と
は
、
月
の

一

日
か
ら
月
末
ま
で
の
暦
月
で
す
。

②
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
計
算
し

ま
す
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、

別

々
の
病
院
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す

。

④
同
じ
病
院
で
、
歯
科
と
内
科
な

ど
と
が
あ
る
場
合
、
歯
科
は

別

に
計
算
し
ま
す

。

⑤
通
院
と
入
院
は
別
に
計
算
し
ま

高綴療養費がうけ られる場合
高傾療養設の支給客員

一般の世侍 住民税非課税世信

同じ人が、同じ月に、同じ
63 ， 000円との 35 ， 400円との

医療機関に支払っ た負担金

が、 63 ， 000円を超えたとき
差額 差額

同じ世，fZ-で、同じ月に、 30 ，

000円以上の負担金を2回以 合算額と 合算額と

上支払 っ た場合(住民税非 63 ， 000円との 35 ， 400円との

課税世待の場合は、 21 ， 000 差事長 差額

円以上)

同じ世帯で、 12か月以内に、 4回目からは 4回目か らは

4回以上の高額僚養費の支 37 ， 200円との 24 ， 600円と の

給を受けた場合 苦手紙 芸字額

高額の治療や長い間続ける

必要のある病気 (血友病や
10 ， 000円 との差額

人工透析の必~な慢性腎不

全)

す
。

⑤
保
険
診
療
の
対
象
外
と
な

っ
て

い
る
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
付
き
添

い
看
護
料
な
ど
は
除
か
れ
ま
す

。

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
人
は
、
役

場
町
民
課
で
申
請
し
て
下
さ
い

ι

申
請
に
必
要
な
も
の

①
医
療
費
の
領
収
書

②
印
か
ん

③
原
則
と
し
て
、
口
座
振
り
込
み

に
な
り
ま
す
の
で
、
振
り
込
み

口
座
を
記
載
し
た
も
の

高
額
療
養
費
貸
付
制
度

医
療
費
が
高
額
で
あ
る
た
め
、

一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
困
難
な
人

に
対
す
る
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

。

対
象
者

重
信
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
。

た
だ
し
、
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
人
は
貸
付
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

。

貸
付
額

高
額
療
養
費
支
給
見
込
頼
の
十

分
の
九
に
相
当
す
る
金
額
。
た
だ

し
、
貸
付
額
が
九
千
円
未
満
に
な

る
場
合
は
貸
付
し
ま
せ
ん

。

貸
付
の
条
件

①
貸
付
金
の
利
子
は
、
無
利
子

②
償
還
方
法
は
、
一
時
償
還
払

貸
付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
役

場
町
民
課
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す

の
で
お
越
し
下
き
い

。

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課

ま
で

。

:毎

傘

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
は
、
国

民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

職
種
な
ど
に
よ
り
、
加
入
す
る

種
類
が
次
の
三

つ
に
分
か
れ
て
い

ま
す

。

{第
二
号
被
保
険
者

】

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
方

{第
三
号
被
保
険
者

】

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

{第
一
号
被
保
険
者

}

第
二
号
被
保
険
者
及
び
第
三
号
被

保
険
者
で
な
い
方

こ
の
う
ち
、
第

二
号
被
保
険
者

に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
が
届
け
出

を
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身
で
加
入

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

し
か
し
、
第

一
号
被
保
険
者

及
び
第

三
号
被
保
険
者
の
方
は
、

役
場
窓
口
で
ご
自
身
が
加
入
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

詳
し
く
は
、

役
場
町
民
課
ま
で
。

--・ ・ ・ ・ ・ .. .. - - - _ .. ... - ... -・・・・ e ・ -・・・・ e・・・・- . ・ e ・・ ・ ・ ・ - - - ・ ・ . ・ ・ ・ .... _ .._ -_ .. - ・ e ・ ・ ・ ・ ・ ・ e・・・ ・ ・ e ・ ・ 4・・

昨
年
十
二
月
、
東
宇
和
郡
野
村

町
の
大
野
が
原
国
有
林
に
お
い
て
、

県
道
沿
い
の
ケ
ヤ
キ
の
大
木
五
本

が
盗
伐
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発

皆
き
ん
の
ご
家
族
に
、
突
然
行

方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
方
や
、

長
い
間
連
絡
が
と
れ
な
い
方
は
い

ま
せ
ん
か

。

警
察
で
は
、
八
月
を
行
方
不
明

者
等
捜
索
強
化
月
間
と
し

、

身
元

不
明
者
の
身
元
確
認
を
行
っ
た
り
、

事
件
や
事
故
に
遭
う
恐
れ
の
あ
る

家
出
人
、
あ
る
い
は
自
殺
な
ど
の

恐
れ
の
あ
る
家
出
人
の
発
見
に
努

め
ま
す

。

こ
れ
ま
で
も
県
内
各

警
察
署
及

び
響
察
本
部
に
お
い
て
、
行
方
不

明
に
な

っ

た
方
を
慢
す
た
め
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
期

間
中
、
次
の
と
お
り
特
別
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

開
設
日

八
月
三
日
附

開
設
時
間

午
前
十
時
1

午
後
四
時

場
所松

山
東
警
察
署

ft47-6677 まで愛媛雇用促進センター雇用促進事業団
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国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け

が
に
備
え
て
、
加
入
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
、
日
頃
か

ら
お
金
を
出
し
合
い
、
国
や
自
治

体
の
補
助
を
得
て
必
要
な
費
用
を

ま
か
な
い
、
私
達
の
健
康
を
保
持
、

向
上
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
す

。

国
保
税
の
決
め
方

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費

か
ら
国
の
補
助
金
、
被
保
険
者
が

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部

負
担
金
を
除
い
た
分
が
保
険
税
で

ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
保
険
税
は
次
の
よ

う
に
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

。

(
表

l
)
 

保
険
税
は
期
日
内
に
納
め
ま
し
ょ

よ
J

こ
の
保
険
税
は
、
七
月
か
ら
翌

年
の
二
月
ま
で
の
八
回
に
分
け
て

支
払
う
よ
う
に
な
り
ま
す

。

一
人
で
も
保
険
税
を
滞
納
す
る

と
国
保
の
財
政
は
、
大
変
苦
し
く

な
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
保
険
税
を

納
め
て
い
る
人
た
ち
に
も

、
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

昭
和
六
十
一
年
の
法
改
正
に
よ
り

滞
納
者
に
対
し
て
よ
り
き
び
し
い

措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

ー
し
h
~。

保
険
税
は
、
ほ
か
の
税
金
と
同

じ
よ
う
に
放
置
し
て
お
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
期
日
内
に
必
ず
納

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

。

フ月の納税
固定資産税第2期

国民健康保険税第1期

納税期限 8月 1 日 (月)

表 1

一世帯につき

22，700円

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

国
税
庁
で
は
、
次
代
を
担
う
高

校
生
の
皆
さ
ん
に
、
さ
ら
に
税
に

つ
い
て
興
味
を
も

っ

て
い
た
だ

き
、
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

皆
さ
ん
が
学
校
で
税
に
つ
い
て
学

ん
だ
こ
と
や
、
自
分
自
身
の
税
に

つ
い
て
の
経
験

・
体
験
・

考
え
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
毎
年

募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
下
記
の
と
お
り
募
集
い

た
し
ま
す
の
で
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

{
応
募
要
項
】

一
、
応
募
資
格

高
校
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す

。

二
、
テ
l

マ

次
の
例
の
と
お
り
、
税
に
関
す

る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構

で
す

。

-

税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意

見

-

税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と

に
つ
い
て
の
意
見
や
感
想

-

税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を

見
学
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の

体
験
や
印
象

-

税
に
つ
い
て
の
家
族
の
体
験

談
や
周
り
の
方
の
話
を
聞
い
て
、

自
分
が
考
え
た
こ
と
等

三
、
応
募
点
数
と
字
数

一
人

一
編
。
三
O
O
O

字
以
内

。

な
お
、
末
尾
に
は
応
募
者
の
住

所
・

氏
名

・

学
校
名

・

学
年
・

学
校
の
所
在
地
を
記
載
し

て
く

だ
さ
い
。

四
、
応
募
の
締
切
り

平
成
六
年
九
月
九
日
働
ま
で
に
、

最
寄
り
の
税
務
署
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い

。

玉
、
表
彰

優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

世帯の加入者の所得

(31 万円(基礎控除)
控除後)に対して

8% 

世帯の加入者の

固定資産税額

に対して60%

EZ置?im亙軍司

世帯の加入者

一人につき 17，200円

( 17 ，200円 ×加入者数)

11 

生
し
ま
し
た
。
当
署
の
林
野
巡
視

の
ス
キ
を

狙
っ
た
極
め
て
悪
質
な

犯
行
で
あ
り
、
非
常
に
残
念
に
思

っ
て
い
ま
す
。
重
信

町
に
も
県
立

自
然
公
園
の
皿
ヶ
嶺
国
有
林
に
、

ケ
ヤ
キ
の
大
木
等
貴
重
な
木
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

当
署
と

し
て
は
、
再
発
防
止
の

た
め
、
標
識
の
整
備
を
始
め
と
し

て
地
域
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
等

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
、
国
有

林
の

中
で
不
審
な
ト
ラ
ッ
ク
や
、
不
審
な

木
材
伐
採
の
現
場
等
を
見
か
け
ら

れ
ま
し
た
ら
、
松
山
営
林
署
、
又
は

最
寄
り
の
森
林
事
務
所
ま
で
通
報

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

松
山
営
林
署
長

問い合せ先ナイスワークセミナー開催

通
報
先

松
山
営
林
署

宮
二
四
l

O
五
五
O

川
内
森
林
事
務
所

宮
六
六
|

二
O

一
四
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度

ご
み
め
正
し
いν

出
し
方

再
確
認
/

①
回
収
日
・
回
収
地
区

下
表
参
照

②
燃
え
る
ご
み
を
出
す
時
間

当

日
午
前
八
時
ま
で

③
注
意
事
項

-

回
収
日
が
祝
日
、
地
方
察
、
節

句
、
お
盆
に
当

た
る
日
及
び
、

年
末
年
始
は
回
収
し
ま
せ
ん
の

で
、
こ
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

-

ビ

ニ
ー

ル
袋
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱

に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

-

燃
え
る
ご
み
以

外
の
も
の
を
一

緒
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

燃えるごみ

決められた曜日の朝に、決められた場所に出しましょう

回収地区 回収日

樋口、績;üJ1京、志津川、西岡 月・木曜日

EB)宝のー古[1(柳屋酒店か ら森川商店よリ西)、牛
j刻、南野田、北野田、新村、北野台団地、 f器!袋 火 ・ 金曜日
台団地

見奈良、 下林、上林、上村、田窪田地、愛大医
学部重信市合、回窪の一部(初1 1屋 j凶店から森川 ilH 水・土曜日
，g よリ束)

一」ー

| 燃えないごみ回収場所 | 
①
回
収
日

毎
月
十
日
、
二
十
五
日

②
ご
み
を
出
す
時
間

当
日
の
正
午
か
ら
午
後
六
時
ま

て
の
間

③
回
収
す
る
燃
え
な
い
ご
み

ガ
ラ
ス

・
ビ

ン
類
、
金
属
類
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー

ル
笠
寸

④
注
意
事
項

・

燃
え
な
い
ご
み
以
外
の
も
の
を

北吉井地区

山之内公民館 ・ 岡堰堤 ・ 荒木谷ノ〈ス停 ・ 除 7 ・ 井口公民館・ 菖蒲

瓦屋下手 ・樋口松末商店北・横河原公民館 ・横河原二本松 ・横河

原愛媛新閉店横 ・樋口 オ タビ ・ 志津川皇大神境内・愛大医学部

重信宿舎 ・ 志津川集会所・ 志津川池田商店北・ 八反地墓地南東 ・

志津川団地ス ト アー西 ・ 西岡公民館・ 西岡自衛隊官舎 ・播磨塚

バス停西 ・池ノ下集会所・播磨台団地公民館南

一
緒
に
出
き
な
い
で
下
さ
い

0

・

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
に
入
れ
る
な

ど
ご
み
が
散
乱
し
な
い
よ
う
聞

く
荷
造
り
し
て
下
さ
い

。

-

ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
ガ
ス
の
入
っ

た
缶
類
を
出
す
時
は
、
必
ず
中

の
ガ
ス
を
抜
い
て
出
し
て
下
さ

い
。

火
災
等
の
事
故
の
も
と
に

な
り
ま
す

。

-

う
す
い
ア
ゼ
シ
ー

ト
、
ハ
ウ
ス

用
ビ
ニ
ー
ル
シ

l

ト
は
回
収
し

ま
せ
ん
。

南吉井地区

見奈良公民館・刑務所官舎 ・ 田窪田地遊園地前 ・ 田窪隻手薬師

寺北恨IJ. 田窪集荷場西 ・ 堀池公民館 ・牛 i員1] 団地駅北東 ・牛洲団

地四棟南 ・ 牛;*，] 団地六棟南 ・ 牛;*，] 団地三十四棟北 ・愛媛銀行重

信支店南 ・牛 j剃集荷場・北野台団地公民館東・北野田大地泉南 ・

]A新村支所南

拝志地区

上林(恩地橋) ・上林中筋集荷場 ・上林蔵置所横 ・ 二ノ瀬ノ〈ス停 ・

八幡貯蔵庫横・横根集会所 ・五反地集会所・ 下林公民館・宮ノ段

集会所・西ノ谷集会所・ ]A上村ー支所北

昔
の
写
真
を

集
め
て
い
ま
す
ノ

三
日
附
か
ら
六
日
間
ま
で
聞
か

れ
ま
す

。
今
回
は
、
第

三
十
回

目
に
あ
た
る
た
め
、

重
信
町
文

化
協
会
で
は
、
昔
の
重
信
町
の

写
真
を
使
い
、
ス
ク

リ
ー

ン
に

写
し
た
昔
の
写
真
と
伝
統
芸
能

を
組
み
合
わ
せ
、
昔
の

重
信
町

を
表
現
す
る
記
念
事
業
を
計
画

し
て
お
り
ま
す

。

ど
の
分
野
の

写
真
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お

持
ち
の
方
は
、
町
民
会
館
社
会

教
育
課
E
六
四
1

一
五
O
O

刊

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

。

終
わ
り

次
第
お
返
し
し
ま
す

。

八
月
末

ま
で
募
集
し
て
い
ま
す

。

噌
一戸
建
て
d

-
〆
\一 日一一 三
紘
一十

二
「均
一三

五
・

一一
一

‘fr

・

聖
位一
一
一一

寸

拝
志
村
水
害
(
昭
和
同
年
)



見
璽
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭

を
対
象
と
し
、
父
の
い
な
い
十
八

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

母
親
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
支
給

さ
れ
ま
す

。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
④
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

⑤
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
児
童

⑥
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子

⑧
そ
の
他
孤
児
等

。
手
当
月
額

児
童
一
人

三
九
、

児
童
二
人
め
五
、

三
八
O
円

0
0
0

円

器伊レですか|
ーーーー副
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加
算

以
下
一
人
増
す
ご
と
に
二
、

0

0
0
円
加
算

児
童
扶
養
手
当
に

係
る
認
定
請

求
に
つ
い
て
は
、
手
当
の
支
給
要

件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
と
き

は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を

除
き
請
求
権
が
消
滅
し
ま
す

。

糟
刷
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
二
十

歳
未
満
で
次
の
よ
う
な
障

害
が
あ

る

児
童
を
養
育
ま
た
は
監
護
し
て

い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し

て
支
給
き
れ
ま
す

。

。
子
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る

た
め
、
常
時
介
護
が
必
要
な

旧
ん
叢
一

②
身
体
に
重
度
の
障

害
ま
た
は

長
期
の
安
静
が
必
要
な
児
童

③
精
神
病
院
な
ど
で
、
日
常

生

活
に
常
時
の
介
護
が
必
要
な

旧
ん
立
皇

。
手
当
月
額
(
児
童

一
人
)

一
級
四
七
、
八

O
O
円

二
級

三
一
、
八
六

O
円

婦
別
曙
害
者
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特
別

な
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る

二
十

歳
以
上
の
者
。
た
だ
し
、
施
設
等

に
入
所
ま
た
は
医
療
機
関
に

三
ヶ

月
を
越
え
て
入
院
し
て
い
る
者
は

除
か
れ
ま
す
。

。
手
当
月
額

二
四
、
九

六
O
円

嘩
害
児
福
祉
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る

二
十
歳
未
満

の
児
童
。
た
だ
し
、
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

O
手
当
月
額

一
三
、
五
八
O
円

寄
手
当
巴
央
通
言
毒
事
項

O

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の

人
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す

。

O

現
況
届

各
手
当
と
も
八
月

・

九
月
中
に

前
年
所
得
及
び
家
庭
状
況
を
調
査

し
ま
す
。

重
信
町
母
子
家
庭
等

福
祉
手
当
支
給
制
度

が
で
き
ま
レ
足
。

こ
の
制
度
は
、
国
か
ら
支
給
さ

れ
て
い
る
児

童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
者
で
、
そ
の
児
童
が
満
十

八
歳
に
達
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の

資
格
を
失
っ
た
母
子
家
庭
に
対
し
、

経
済
的
な
安
定
と
生
徒
及
び

学
生

の
修
学
の
奨
励
、
福
祉
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
重
信
町

独
自
の
制

度
で
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《対
象
者
》

福
祉
手
当
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
者
は
、
次
に
該
当
す
る
母

子

家
庭
の
母
親
、
ま
た
は
養
育
者
と

す
る

。

①
基
準
日
(
七
月
一
日
、
十
一
月
一

日
、
三
月

一
日
)
に
お
い
て
引
き
続

き
四
ヶ
月
以
上
重
信
町
に
住
所
を

有
す
る
者
。

②
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
あ

っ
た
者
か
当
該
児
童
が

満
十
八
蔵

に
達
し
た
、
」
と
に
よ
り
資
格
を
喪

失
し
て
い
る
者
で
、
現
に
高
等
学

校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校

等
に
在
学
中
で
あ
る
こ
と

。

《支
給
額
及
び
支
給
月

》

O

一
人
月
額

一
万
円
(
十
八
歳
に

達
し
た
月
以
降
の
最
初
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
、
申
請
の
翌

月
分
か
ら
支
給
)

O

四
月

・

八
月

・

十
二
月
に
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
支
給
。

各
制
度

の
申
請
及
び
問
い
合
せ

は
役
場
福
祉
課

ま
で

。

宮
六
回
|

二
O
O

一
間

内
線
二
五
三

@
予
事
婦
福
鑑
だ
よ
り

愛
媛
県
母
子
家
庭
寡
婦

介
護
人
派
遣
事
業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
、
母
子
家
庭
又

は
、
独
居
の
寡
婦
の
方
が
一
時

的
疾
病
で
お
困
り
の
時
に
愛
媛

県
か
ら
委
託
を
受
け
た
重
信
町

母
子
寡
婦
福
祉
会
が
無
料
で
介

護
人
を
派
遣
し
、
幼
児
の
保
育
、

身
の
回
り
の
お
世
話
等
を
行
う

事
業
で
す
。

平
成
六
年
七
月
一
日
か
ら
二

十
五
日
ま
で
が
介
護
を
受
け
た

い
方
の
登
録
申
請
期
間
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
重
信
町
母
子
寡

婦
福
祉
会
ま
で
。

問
い
合
せ
先

重
信
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

(
北
吉
井
地
区
)

高
須
賀
一
美

岱
六
回
ー

=
さ
二
五

(
南
吉
井
地
区
)

小
島
志
津

子

宮
六
四
|

八
七
二
七

(
拝
志
地
区
)

高
須
賀
フ
ジ

エ

宮
六
四
l

九
コ
二
九

弘
一
説
。

」
『
か4
Fし

d
F
1

1
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健

保
問
い
合
せ
、
申
し
込
み
先

⑮

役
場
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
l

二
O
O

一
附

内
線
一
二
一
一
・

=
二
二

健
康
づ
く
り料

理
講
習
会

増
や
そ
う

!

@
@
@
@
@
 

防
ご
う

@
@
@
@
@
@
 

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯
一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
と
い
う

役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

今
以
上
に
、
日
常

の
中

で
気
を

つ
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ
っ
て
お
こ
っ
て
く

る

「

骨
組
し
よ
う
症
」

に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
間
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
♂
加
く
だ
さ
い。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
又
は
保
健
婦
ま
で

月 日 場 所 時間 準備物 内 官..,." 担当

9 月 2 日後) 志津 川公 民館 1. 骨組しょう症の理解

エプロ ン ①原因、症状、治療と予防

10月 14 日後) 播磨台団地公民館 タツノ fー
②運動のすすめ

午前10時~ タオ/レ
2. カルシウム強化のため

栄養士
11 月 2 日 (水) 下林集会所 の作戦

12時30分 筆記用具
①カルシウムの多く含ま

保健婦

平成7年 2 月 2 日 (木) 堀池公民館 運動のできる
れている食品・調理法

服装 ②カルシウム強化献立
3 月 9 日 (木) 南野田公民館 (調理と試食)

e・4・ .__ ..._--・------ ・_ ...._#_--・-----#__ ... __ ...._ ..，，_ ...__ ・-・-- ...._----- ・---- .，.- --- -- ------- ，'*- --------- ・4・ ..._----------- ・---- ..._--- -

「おとしより 」 とその家族を対象に、 心 と身体の健

康相談を行います。

家庭で困っ ていること、自分の ことで悩んで、い

ること、痴呆に関することなどいろいろな相談に

応じます。お気軽にご利用下さい 。

対象 町内在住の老人及びその家族

時間 午後2時一4時

場所 役場保健婦室

担当者 医師、保健婦

料金 無料

内容 個別で相談に応じ、

を行います。

※予約制です。事前に申し込みが必要です。

必要な指導及び助言

病気や老化などで日常生活に支障をき たしている方

に対し、 リハビリ教室を行います。

対象 町内在住の方

時間 午後l時 30分一3時30分

場所 町民会館

担当者 医師、理学療

法士、作業療

法士、保健婦

料金 無料

申し込み方法

事前に申し込みが必

要です。

日程表

平成 6 年 7 月 4 日 (月) ・ 15 日 制

8 月 1 日 (月) ・ 12 日後') 1

9 月 5 日 (月) ・ 16 日後)

10 月 3 日 (月) ・ 21 日倫j

11 月 14 日 (月) ・ 25 日 恰)

12 月 5 日 (月) ・ 16 日後)

平成 7 年 1 月 9 日 (月) ・ 27 日後)

2 月 6 日 (月) ・ 17 日 後)

3 月 6 日 (月) ・ 17 日後)

平成 6年 7 月 4 日 (月) ・ 18 日 (月)

8 月 1 日 (月) ・ 22 日 (月)

9 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

10 月 3 日 (月) ・ 17 日 (月 )

11 月 7 日 (月) ・ 21 日 (月)

12 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

平成 7年 1 月 9 日 (月) ・ 30 日 (月)

2 月 6 日 (月) ・ 27 日 (月)

3 月 6 日 (月) ・ 20 日 (月)

日程表
※健康カレンダーの日程とは、 一部変
更となりましたのでご了承下さい。

心とシートベルトて。安全運転」

エ
イ
ズ
は
感
染
予
防
の
行
動
を

取
ら
な
け
れ
ば
誰
で
も
か
か
り
う

る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

松
山
中
央
保
健
所
は
、
住
民
の

皆
様
に
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く

た

め
に

、

毎
月
第
二
月
曜
日

一

午
後
三
時
三
十
分

1

五
時

一

一
般
の
皆
様
を
対
象
に

「
エ
イ
ズ
な
ん
で
も
情
報
室
」
を

開
設
し
て
い
ま
す

。

医
師
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
講

エ
イ
ズ
な
ん
で
も
情
報
室

「力チッとしめる
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基本健康診査を次のとおり実施します。 「健康」を確か
めるため、皆さん受診して下さい。

対象者 40歳以上の方

料金 無料

健診内容 (全員)

問診 ・ 身体計測 ・診察 ・ 血圧測定・検尿・血液検

査(貧血検査 ・総コレステ ロール ・ HDL コレ
ステ ロ ール・中性脂肪・肝機能検査 ・ 腎機能検

査 ・ 尿酸) ・ 生活、栄養指導

(必要な方のみ)

眼底検査・心電図検査・血糖検査
健康手帳

(お持ちでない方は当日 発行します。 )

申し込みは不要です。 直接、健康診査会場へ
おこし下さし、。

健康診査結果報告会で結果をお返しし ます。

基本健康診査結果報告会を下記の日程で行いま
す。

健診を受けられた方は、ぜひおこし下さい。

都合で、報告全に参加できない場合は、後日結果

通知書を送付します。

対 象 基本健康診査を受けた方

持参品 健康手帳

報告会日程表

持参品時間・内容所場日月

受診方法
重信幼稚園8 月 17 日 (7]<)

果結

表

日

牛獄。

~t吉井小学校体脊館7 月 12 日(刈

7 月 27 日 (村

受付時間地区警Ij

程

同好

日

土品

南吉井小学校体育館

横河原
志津川

北野台団地
上樋
牛法IJ団地
播磨台団地

下 林 集会所

重信町民会館

月

7 月 1 日 (翁

7 月 20 日 (羽

①講演

9:30-10:10 

「これからの健康づく り」

医師

②個別指導

10:10-11:00 

結果通知書の説明

医師・保健婦

~t吉井小学校体育館8 月 25 日(木)

下林集会所9 月 l 日(木)

重信 町 民会館9 月 7 日 (7)\)

上林公民館

10月 3 日(月) 重信 町民会館

9 月 19 日(月)

11 7 月 28 日(村
南野田公民館10月 5 日 (村

9: 00-11: 30 
8 月 3 日(利重信 町 民会館12月 15 日 (ね

13 : 00 -15: 00 上林上 林 公民館
8 月 4 日(柑

8 月 23 日(刈
見奈良
八反地
田窪団地

重信町民会館

田窪11 8 月 24 日(7]<)
場所

上林公 民館

日月
南野田
北野田
新村

南野田公民館8 月 30 日(刈8 月 3 日、 4 日

上記未受診者重信町民会館11 月 10 日 (柄重信町民会館16 日

22 日

9 月 8 日、 9 日

9 月 12 日 -14 日、

11 月 17 日、 18 日、 ※検査を正確に行うため、受診当日は朝食、又は昼食はとらないで
下さい ，

※整理の都合です也区害11 をしてお り ますが、当日都合の惑い方は、上
記の希望される場所で受診して下さい。

7 月 16 日 '"'"'25 日

演
、
ビ
デ
オ
上
映
等
、
今
、
話
題

の
エ
イ
ズ
最
新
情
報
を
提
供
し
ま

す
の
で
、
お
友
達
を
お
誘
い
の
上

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い

。

問
い
合
せ
先

松
山
市
北
持
田
町
一
三
二
番
地

松
山
中
央
保
健
所

包
囲

一
l

一
一
一
一
附

夏の交通安全運動

-対 象 40歳以上の住民

・受付時間 午後7時30分 -9時30分

※ 11 月 1 7 日 ・ 1 8 日 ・ 22 日は、

午前8 t1寺40分~午後10時の受付0

・料 金 胃がん検診 500円

大腸がん検診 300円

・胃がん検診を受けられない人

当 日の朝、飲食した人 ・ 胃の病気で治療中の人

胃の手術を受けた人・妊娠中の人

・申し込み

平成6年8月 26 日までに、福祉課・保健婦まで直接

申し込んでくださし、 。
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⑩ 

愛
媛
大
学
医
学
部
は
「
患
者
か

ら
学
び
、
患
者
に
還
元
す
る
教
育
・

研
究
・

医
療
」
を
理
念
と
し
、
愛

媛
大
学
の
六
番
目
の
学
部
と
し
て

昭
和
四

十
八
年
に
設
置
さ
れ
、
昭

和
五
十

一
年
に
は
附
属
病
院
か
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
六
年
四
月
に
は
医
学
科
に

加
え

看
護
学
科
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら

、
医

学
部
と
附
属
病

院
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

。

医
学
科
は
六
年
制
で
、
入

学
し

て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
他
の
学
部

の
学
生
と
一
緒
に
城
北
キ
ャ
ン
パ

ス
で

一
般
教
育
等
科
目
の
勉
強
を

し
ま
す

。
重
信
の
医
学
部
に
来
る

の
は
二
回
生
か
ら
で
、
そ
の
頃
に

は
解
剖
実
習
な
ど
い
よ
い
よ
医
学

専
門
の
勉
強
を
始
め
ま
す
。
更
に

五
i

六
回
生
に
な
る
と
実
際
に
患

者
さ
ん
の
病
状
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
治
療
法
等
を
習
得
す
る
臨
床

実
習
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

愛

媛'

大

六
年
間
の
授
業
を
終
え
た
後
、

医
師
国
家
試
験
に
臨
み
ま
す
。
他

の
学
部
と
違
い
、
ほ
ほ
百
%
の
学

生
が
医
師
へ
の
道
を
進
む
た
め
、

こ
の
試
験
こ
そ
が
、
将
来
を
左
右

す
る
こ
と
に
な
る
第

一
関
門
で
す

。

試
験
に
合
格
し
医
師
免
許
を
取

得
す
る
と
、
附
属
病
院
等
の
医
員

(
研
修
医
)
と
し
て
、
初
め
て
診
療

が
で
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

ま
た
、
本
年
度
新
設
さ
れ
た
看

護
学
科
は
、
国
立
大
学
の
四
年
制

看
護
教
育
機
関
と
し
て
は
、
四
国

‘ ， ι .' >1 
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守・

医

音B

1学

地
区
最
初
の
も
の
で
す
。
第
一
期

入
学
生
六
十
人
は
、
看
護
・
保
健

専
門
職
を
目
指
し
ま
す

。

看
護
学
科
の
学
生
は
、
医
学
科

学
生
と
同
様
、
一
般
教
育
等
科
目

を
勉
強
の
後
、
専
門
教
育
を
学
び
、

四
年
間
の
授
業
を
終
え
た
後
、

看

護
婦
及
び
保
健
婦
の
国
家
試
験
に

臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す

。

附
属
病
院
に
は
、
診
療
は
も
と

よ
り
、
医
師
及
ぴ
看
護
婦
を
は
じ

め
様
々
な
医
療
従
事
者
の
教
育
機

関
と
し
て
の
使
命
が
あ
り
、
医
学

看護学科ガイダンス

部
学
生
及
び
他
胞
設
か
ら
受
け
入

れ
た
実
習
生
等
の
臨
床
実
習
も
行

っ

て
お
り
ま
す

。

こ
の
こ
と
は
「
患

者
か
ら
学
び
患
者
に
還
元
す
る
」

と
い
う
基
本
理
念
を
実
践
す
る
た

め
に

必
要
な
こ
と
で
す
が
、
患
者

さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
成
し
得

な
い
こ
と
な
の
で
す

。

ま
た

、
医
学
部
及
び
附
属
病
院

で
は
、
医
療
に
関
す
る
様
々
な
研

究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
績

は
二
十
年
を
経
た
現
在
で
は
、
高

い
評
価
を
得
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま

し
た
。今

後
、
更
に
質
の
高
い
教
育

・

研
究

・

医
療
を
目
指
し
て
、
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ

て
お

り
ま
す

。

I~ 
、

医学科授業風景

〈
情
報
科
学
〉被
告
席
の
メ
デ
ィ

ア
l

朝
日
新
聞
社
会
部

〈
歴
史
〉幕
末
維
新
の
民
衆
世
界

ー

佐
藤
誠
朗

〈
社
会
学
〉連
立
政
権
副
リ
舞
台

ー
朝
日
新
聞
政
治
部

〈
医
学
〉高
血
圧
と
付
き
合
う

尾
崎
治
夫

〈
技
術
工
学
〉新
感
覚
の
個
性
派

住
宅
1

講
談
社

〈
家
政
学
〉得
す
る
役
だ
っ
暮
ら

し
上
子
の
知
恵
袋
|

家
の
光

協
会

〈
産
業
〉図
解
家
庭
菜
園
ピ
ッ
ク

リ

教
室
|

井
原
豊

〈
ス
ポ
ー
ツ
〉
ジ
l

コ

の
考
え
る

サ
ッ

カ
ー

ー

ジ
l

コ

〈
言
語
学
v
忘
れ
ら
れ
た
名
文
た

ち
l

鴨
下
信

一

〈
文
学
v
時
間
商
人
(上
・

下
)
|

深
田
祐
介

〔
今
月
の
休
館
日
〕

4

日
、
円
目
、
円
目
、
日
目
、

お
目
、
引
日
。

〔
今
月
の
標
語
〕

外
題
学
問
H

書
名
の
名
だ
け

は
よ
く
知
っ
て
い
て
、
そ
の

内
容
ま
で
知
っ
て
い
る
風
を

よ
そ
お
う
似
而
非
(
え
せ
)
学

問
を
意
味
す
る
。



国
民
的
課
題
と
い
う
こ
と

同
和
問
題
が
国
民
的
謀
題
で
あ

る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

。

日
本
国

民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の

問
題

を
他
人
事
と
考
え
ず
に
、
自
分
自

身
の
切
実
な
課
題
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
解
決
の
た
め
に
努

力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。
そ

れ
ほ
ど
、
こ
の
問
題
は
現
代
の
日

本
に
お
い
て
、
広
が
り
と
深
刻
さ

を
抱
え
て
い
ま
す

。

似
た
よ
う
な
問
題
と
し
て
、
現

在
、
学
校
教
育
の
場
に
お
け
る
「
い

じ
め
」

か
大
き
な
問
題
と
な

っ
て

い
ま
す

。

こ
れ
も
日
本
の
将
来
に

か
か
わ
る

事
柄
で
あ
り
、
子
供
を

持
つ
家
庭
だ
け
の
問
題
で
は

な
い

は
ず
で
す

。
国
民
み
ん
な
が
そ

の

対
策
を
考
え
て
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
す

。

差
別
さ
れ
る
人
、
い
じ
め
ら
れ

る
子
供
が
直
接
の
犠
牲
者
で
あ
る

こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

す
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
差
別
す

一・
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る
人
や
い
じ
め
る

子
供
も
被
害
者

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と

に
少
し
も

気
付
い
て
い
ま
せ
ん

。

最
も
た
ち
の
悪
い
被
害
者
で
あ
り

ま
す

。

差
別
す
る
人
は
、
人
を

差
別
す

る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
を
苦
し
め

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
不
正
義

で
自
分
自
身
も
損
を
し
て
い
る
こ

と
に
気
付
か
ず
に
い
ま
す
。
い
じ

め
っ
子
は
友
だ
ち
を
苦
し
め
る
だ

け
で
、
自
分
の
不
満
の
ほ
ん
と
う

の
解
消
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
知

ら
ず
に
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
現
象
の
お
こ
る

根
本
原
因
の
解
消
を
図
り
な
が
ら

も
、

さ
し
当
っ
て
人
が
人
を
差
別

す
る
こ
と
や
人
を
い
じ
め
る
こ
と

を
、

直
ち
に
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

。

人
間
に
は
、
だ
れ
し
も
、
生
ま

れ
な
が
ら
感
性
・
理
性

・

悟
性
が

備
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す

。
し
か
し
、

努
力
す
る
こ
と
に
よ
リ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
を
伸
ば
し
、
ま
た
お
互

い
に

あ
い
補

い
、
車
か
に
機
能
し

て
い
く
よ
う
に
な
リ
ま
す

。

「
差
別

は
不
正
義
だ
」
と
理
解
し
て
い
る

人
は
多
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
が

自
分
の
生
き
方
の
方
針
に
な
っ
て

い
主
い
場
合
を
し
ば
し
ば
み
か
け

ま
す
。
国
民
的
課
題
と
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
同
和
問
題
の
解
決
を

め
ざ
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
己
変
革
を

と
げ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す

。

同
和
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
と
ら
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か

。

つ
ま
り

何
を

ど
う
考
え
、
何
を
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か

。

自
分
の
親
や
子
ど
も
、
ま
た
兄

弟
や
親
し
い
友
人
に
困

っ

た
問
題

が
お
こ
れ
ば
、
人
は
誰
で
も
一
生

懸
命

。

問
題
解
決
の
た
め
の
努
力

を
惜
し
み
ま
せ
ん

。

利
害
・

損
得

に
か
か
わ
り
な
く
、
必
死
に
な

っ

て
尽
力
し
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。

人
の
悲
し
み
を
自
分
の
悲
し

み
と
し
、
人
の

喜
び
を
わ
が

喜
び

と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。
幼
い

子
ど
も
が
井
戸
に
落
ち
込
も
う
と

す
る
と
き

、

人
は
こ
れ
を
助
け
ま

す
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
親
に
良
く

思
っ
て
も
ら
お
う
と
か
、
近
所
で

よ
い
評
判
を
立
て
て
も
ら
お
う
と

か
考
え
て

の
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
。

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
間
報
道

な
ど
で
、
ア
フ
リ
カ
の

飢
え
た
子

と
も
の
姿
を
見
る
と
き
、
誰
で
も

心
を
痛
め
ま
す

。

こ
と

に
幼
い
子

ど
も
を
持
つ
親
は
、
わ
が
子
の
こ

と
を
思
い
、
自
分
に
で
き
る

こ
と

な
ら

何
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
人
間
の
自

然
の
心
で
あ
り
、
連
帯
感
で
あ
り

ま
す
。

自
分
の
問
題
と
す
る
二
と

の
意
味
な
の
で
す

。

飢
え
た
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た

ち
を
見
て
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば

と
思
う
の
は
人
と
し
て
の
向
然
の

情
で
あ
り
、
人
聞
の
も
っ
す
ば
ら

し
い
感
性
で
あ
り
ま
す

。

同
和
問
題
を
国
民
す
べ
て
が
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る

理
性
や
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
け

な
い
と
い
う
人
生
観
と
結
び
つ
け

て
実
践
し
て
い
く
-
』
と
が
最
も
大

切
で
す
籾

篤

士
ゆ
寄

付

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。

和
田
艶

子
さ
ん

川
削
減
江
氏
則

一子
さ
ん

大
川
宜
敏
さ
ん

波
部
ト
キ
エ
さ
ん

和
田
隆
夫

さ
ん

高
須
賀
利
清
さ
ん

相
原
主

一
さ
ん

(
志
津
川
)

(
パ1洲
町
地
)

(
南
野
田
)

(
出
窪
)

(
樋
U
)

(
牛
洲
)

(
北
野
田
)

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
へ

重
信
町
で
は
、
め
で
た
く
金
婚

式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
(
昭
和
十
九

年
一
月
一
日
か
ら
昭

和
十
九
年
十

二
月
三
十

一
日
ま
で
に
婚
姻
届
出

の
方
)
を
敬
老
週
間
期
間
中
の
九

月
中
旬
に
、
町
民
会
館
で
開
催
さ

れ
る
老
人
福
祉
大
会
(
式
典
・
記
念

行
事
)
に
ご
招
待
し
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
協
力
を
得
、
調

査
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
金
婚
式
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

ご
夫
婦
は

役
場
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

。

連
絡
先

包
六
四
l

二
O
O

一
間

テ
ー
マ「

中
国
と
日
本

の
伝
統
武
術
の

交
流
」

日
時七

月
九
円
山

午
前
十
時
1

十
一
時
三
十
分

場
所町

民
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
者

。

王
国
安

中
凶
湖
南
貸
出
身

愛
媛
大
学
教
育
学
部
研
究
員

電
信
太
儀
挙
愛
好
会
講
師

中
華
武
術
指
導
者

コ

少
林
寺

・

剣
道
愛
好
者

つ

剣
舞
の
会

入
場
無
料
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日
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l

ジ
に
関
す
る

問
い
合
せ
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

E
六
四
ー

一
五
O
O

附

当地方の信仰のあ

第 3巨l ・ 第 4回(最終回)の菊づくり講座を次のと

おり開催しますので、お気軽にご参加下さい。

町内の墓標の変遷を通じて 、

り方について学習します。

日時 7月 1 0 日 (日)

午後l時30分~

町民会館2階

第 1 ・ 2研修室

重信町南野田

高橋大蔵先生

( 日本石仏協会全員)

演題 「重信町内の墓標の変選」

受講料 無料

どなたでもお気軽においで下さい。

所

師

場

講

7月 9 日出午後l時30分-3時30分

定植、夏の日常管理等について

8月 6 日(士) 午後l時30分一 3時30分

整木、せん定等について

| 第3回福寿大学 1 

町民会館

玄関前 ロ ビー

野本権六先生

(奥道後)

所

師

場

講

第3回目の福寿大学を次のとおり開催しますの

で、お気軽にご参加下さい。

日時 8月 9 日(刈午前 10時-11時30分

場所 町民会館2階 第1 ・ 2研修室

内 容 講演「新聞記事からわかる経済のしくみ」

講師 株式会社愛媛銀行

ふるさと振興部

経営相談所顧問

前田 実先生

無料受講料

7月 2 1 日から 8月 1 3 日まで毎日

8月 1 7 日か ら 8月 31 日まで-の水 ・土 ・ 日限日

開放

午後1時-4時

無料

小学校5年生以上の、 III T内に居住してい

る方に限り登録できます。 まだ登録し

ていない方は、町民会館備え付けの申

込書に写真l枚を添えて、教育委員会へ

提出して下さい。なお、昨年までの登

録者は登録証を提出し更新して下さい。

v 「a.g 事匹、 ，虫、J

| 子供スボ~犬舎
7月 31 日(日) 午前8時~

・ ソフ ト ボール(男子)

重信中学校運動場

北吉井小学校運動場

清愛国運動場

・ ミ ニバスケットボール(女子)

北吉井小学校体育館

日時

場所

開放期日

開放時間

使用料

登録方法

7月 24 日 (日)

午前8時30分~

重信中学校運動場

清愛国運動場

南吉井小学校運動場

所

日

場
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国大国町日重固27 国
木村尚三郎

「動の時代がやってきた」

師

題

講

演

平成6年8月 3 日附

開場:午後7時

時日

開演:午後7時30分

重信町民会館大ホール

350円

重信町・重信町教育委員会

重信町文化協会 ・ 愛媛新聞社

聴講券は、役場 ・ 町民会館・ PTA ・ 婦人会 ・

老人クラブ・文化協会員等で販売しております。

場

聴講料

主催

AQE 

講師プロフィール
昭和5年東京生まれ。 東京大学西洋史学科卒。同大教授を退官、現在は名誉教授。学生時代、大塚久雄教授の思想性と
倫理性に富んだ、いわゆる「大塚史学」にひかれフランろ中世史を専攻した。

著書は多く、中t止を語りながら現代とも対話している視点が、多くのファンをひきつけている 。
代表的な著書に、ヨーロ ッパ人の発想を分析した「ヨーロッパからの発想J r ヨーロッ パとの対話」。ほかに 「成熟の

時代J rホ料理外交H のすすめ一これからの日本とヨーロ ッ ノ "J など。広い視野にたったエ ッセーでも知 られ、 昭和50年

には日本エッセイストクラブ賞を受賞。

59年、大国によるオリンピックの政治介入をいましめ、 ギリシャ恒久開催論を唱えた。

お気軽にご利用下さい。※町立図書館に、木村先生の著書を置いていますので、

-_ .・ ・・・ ・ - --.�_ _ ~ _ _ _ ~ _ _ _ ___ _ _ ... _ ~ _ ~ _ _ _ _ . _ ~ _ . ・ - ・ - ・ ーが ・ 4・ ・・ w ・・・・ .. _ ... _ .. - ... ,, - .... .. 

口
次
の
テ
l

マ
の
い
ず
れ
か
に
つ

い
て
の
随
筆

。

六
名

「
地
域文
化
の
発
展
」

「

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
提
言
」

「
文
化
協
全
と
私
」

八
O
O
字
以
内

。

原
稿
の
締
切
り
は
九
月
末
日
で
す

が
、
寄
稿
下
さ
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
社
会
教
育
課
宮
六
四
|

一

五
O
O

刊
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
採
用
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
編
集
委
員
会
で
決
め
さ
せ
て

項
き
ま
す

。

文
化
協
会
発
足
十
周
年
を
記
念

し
て
、
記
念
誌
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
二
項
目
に
つ
い
て
の
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す

。

付
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
町
民

大
学
、
講
演
会
に
つ
い
て
「
思

い
出
に
残
る
講
演
全
」
と
題
す

る
原
稿
(
左
表
参
照
)
。

ニ
名

八
O
O
字
以
内
。

今までの「町民大学Jr文化講演会」講師等一覧表

町 民 大 学 文化講演会

年度 講師名 i寅 題 講師名

5η t 伊丹十三 わたしの人間学

58 戸川 昌子 これカ・らの生き方ーどう慾えて封るか

59 藤山 一郎
音楽と人生一 こJ)J1tひと筋 60年ー 庁、大手~j受 広代文化の粉、j玩

(ヒ7/伴奏による独嶋) J:_H3 iEII召 一飛鳥・ 天干の文化をめ〈 って ー

60 江戸家J詰八 うそと誠

61 篠l刊正i告 芸能にみる日本の女たち

62 |拍l野俊一郎 スポーツの心と思いやりの実践

63 藤原てい
子どもたちの幸せを願って
-母と子のきずなー

7じ 依 ilfj-f 親(立 j~'f られない
士良昨出臨~tl f踊定時

藤ノ木古t員 ，と斑鳩文化
事岡信長側似袖

2 足=+- 清一
七転八起の私の相撲人生

鈴木ひとみ 車尚子からの旅立ち-t~忘れす型}Jすれば必ず報われるー

3 アノトノ・ワイ ，キー びっく り日本 桑原 fiE平 i~ ・感銘 ・爆笑を添う íll 干のエ yセ{

4 金問 一春彦 H 本語のすばらしさ

5 藤本義一 人間l を考える 村山者 修二 銭事!r"j~おサルの学校
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「ぞうめん流しに
行ってみん?J

r ;e"'i#e n ... i i冒曹

毎回大盛況

刑務所作業製晶展示即売会

7月 2 日、 3 円、 9 日、 10 日、 16 日、

17 日 、 23 日、 24 日、 30 日、 3 1 日

8 月 6 日、 7 日、 13 日、 14 日、

21 日 、 27 日、 28 日

いずれも午TìíîlO時~午後3時

重信町大字上林

水の元ロ ッジ広場(皿 ヶ嶺下)

大人400円、小学生200円、幼児100円

おにぎり、かしわもちなどもあります。

※団体の場合は、前も ってご連絡下さい。

問い合せ・申し込み先

菅原イソノ

菅能俊子

上林青空市グループでは、 7 月 8月の土

曜日、日曜日、そうめん流しを行います。

皆様、お揃いでお出かけ下さし、。

20 日、

日時

全国の刑務所では、社会復帰を目指し

て各種の作業に励んでいる数多くの人達

がいます。

こ うした作業の成果である、刑務所作

業製品を一般社会の人々に広く紹介し、

矯正行政に対する御理解を得るため、下

記のとお り刑務所作業製品展示即売会が

開催されます。

場所

料金

平成6年7月 24 日(日)

午前9時一午後3時

温泉郡重信町見奈良 1243-2

松山刑務所 t�64-3355 

各種タンス・食器棚 ・ 書棚等の木工家

具、藤製品、紳士靴、 j菜食器、 味噌、

昔j由、その他小物類等多数

時

所

即売品

日

場

t�64-8403 

t�64-8346 

ザ

t
e
ｭ
-
-
-

-

J
 

ψ@路についてのお問い合わせは次の機関まてとうそ H

O国道怨設省松山市工事事務所

松山市二1:居間町797-2 fi72-0034 

松山第一国道維持出張所

校山市東石ナt:IIIT484 -1 fi56-0326 

松山地方局建設古1> 第 3 1:'ド諜

fi41-1111 内線437

役場建設課

fi64-2001 内線422 、 423 、 424

建設省

。県道

。阿道

「道路をまもる月間」は、安全で快適な道路環境を保持する

ため、交通安全施設等の点検と整備、道路の正しい利用と道

路愛護の思想を普及し、道路を広く、美しく、安全に利用し

ていただくことを目的に、昭和33年から実路されています。

道路に空缶やたばこのすいがらを姶てないようにしましょ

7 

歩道に看板を置いたりヒラを貼るなどの不法占用はしない

ようにしましょう

歩道・車道に不法註車をしないようにしましょう

道路に土や草等を放置しないようにしましょう



歯
の
衛
生
週
間
の
期
間

中
で
あ
る

六
月
九

日
、
双

葉
保
育
所
で
虫
歯
予
防
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
山
中
央
保
健
所
の
歯

科
衛
生
士
さ
ん
か
ら
、
歯

の
大
切
さ
や
み
が
き
方
を

教
わ
り
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

に
扮
し
た
お
姉
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
園
児
た
ち
は
丁

寧
に
歯
を
み
が
い
て
い
ま

し
た
。一

生
を
通
し
て
、
自
分

の
歯
で
季
節
の
味
を
楽
し

め
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら

歯
の
手
入
れ
を
怠
ら
な
い

さねω~~がゆたS-I
j! 'i 1!t.:I~ 

1 15・ち ιけれ.3;

羽
白

演

五
月
二
十
四
日
、
重
信

川
水
防

防
演
習
が
松
山
市
井
門
町
の
重
信
川

比

河
川
敷
で
実
施
さ
れ
ま
し
た

。

信

演
習
は
、
重
信
川
全
流
域
が
大

重

型
台
風
の
大
雨
に
よ
り
大
洪
水
に

一

な
る
恐
れ
が
出
て
き
た
:
:
;
と
い

三
う
想
定
の
も
と
建
設
省

四
国
地
方

針
建
設
局
の
主
催
で
、
行
政
機
関
や

論
水
防
団
体
ら
二
十
六
団
体
、
約

一
一

引
千
人
が
参
加
し
ま
し
た

。

ド

重
信
町
水
防
団
も
木
流
し
工
、

ノ

月
の
輪
工
を
行
な
い
日
ご
ろ
の
訓

練
ぶ
り
を
披
露
し
ま
し
た

。

キ
ミ
も
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

に
入
り
ま
せ
ん
か
?

ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
(
小

一
・

二
)・

カ
ブ
ス
カ
ウ

ト
(
小
三
i

五
)
・

ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
(
小
六

i

中
一
二)
を

募
集
し
て
い
ま
す

。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
キ

ャ

ン
プ

な
ど
の
野
外
活
動
を
通
し
て
自
然

を
学
び
、
人
間
同
士
の
連
帯
を
学

び
ま
す
。

あ
つ
ま
り
は
、
土
曜
日

か
日
曜
日
の

二
時
間
く
ら
い
で
、

友
だ
ち
と
い

っ

し
ょ
に
、
遊
ん
だ

り
、
学
ん
だ
り
、

楽
し
く
過
ご
し

ま
す
。

版

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

温
泉
第
一
団
申
込
先

宮
七
六
|
八
一
O
五
(
寺
田
三
止
夫
)

E
六
回
|
三
九
一
八
(
渡
部
た
か
子
)

図
書
館
二
階
の
音
楽
図
書
室
に

C
D

デ
ッ
キ
二
台
と
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ

一
台
を
設
置
し
ま
し
た

。

C
D
(
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
別
巻
)

ビ
デ
オ
(
美
の
こ
こ
ろ
日
巻
)

(
昭
和
の
記
録
幻
巻
)

上
視
聴
席
六
席

N
Y視
聴
希
望
の
方
は
、
係
員
ま
で
お

へ汁

申
し
付
け
下
さ
い
。

才
1

※
C
D

・

ビ
テ
オ
等
の
持
ち
込
み

山
引
は
出
来
ま
せ
ん

。

手
Tづ

」

時畠

a
、
川
え
U

か
ん
つ

六
月
の
あ
る

日
、
あ
る
情
報
を

得
て
、
は
た
る
を
見
に
で
か
け
ま

し
た
。

時
閣
の
中
、
飛
び
か
う
様

は
、
神
秘
的
で
幻
想
的
。
き
れ
い

な
水
の
所
で
生
息
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
は
た
る
だ
け
に
、
そ
の
数

の
減
少
が
さ
け
ば
れ
て
い
る
今
、

そ
の
存
在
と
数
の
多
さ
に
び

っ
く
り
。

感
動
し
、
重
信
の
良
さ
に
出
逢
え

た
と
何
だ
か
ホ

ッ
。

は
た
る
と
い

っ

て
も
、
日
本
に

は
約
三
十
も
の
種
類
が
い
る
そ
う

で
す
。
そ
し
て
、
ど
の
は
た
る
も

光
る
わ
け
で
な
く

、

全
く
光
ら
な

い
ベ
ニ
ボ
タ
ル
や
幼
虫
の
時
だ
け

光
る
オ
パ
ボ
タ
ル
、
そ
し
て
私
が

見
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
な
ど
は
、
卯

・

幼
虫
・

さ
な
ぎ

・

成
虫
と
も
に
発

光
す
る
そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
、

知
っ
て
ま
し
た
か
?

一
年
と
い
う

短
い

一
生
の
う
ち
、
成

虫
に
な
っ

て
約

二
週
間
し
か

生
き
ら
れ
な

く
、
私
達
を
楽
し
ま
せ
る
あ
の
光

は
、
実
は
交
尾
す
る
た
め
の
雄
と

雌
の
愛
の
信
号
な
の
で
す

。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
所
に
あ
た

り
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す

。

広報の早期配付にご協力下さい
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RE重野菅fif13_:]困問唱回程圭生園田租
月 EI n 事 名 時間 場所

心配ごと相談所 13: 00 -15: 00 役j~2階第l会議室
ーーー ーー ーーーーーーーーーーーー ー .ー 骨 骨 ・ ーーー ー ーー ーー 司 ーー- ーーーーーーー ーー

7 28(村 基本健康診査 9: 00-11:30 
111] 民会館

(40才以上の住民) l3: 00 -15: 00 

29(翁
子宮がん ・礼がん検診

13:00-14:00 上林公民館
(30才以上の女性)

Pl 30(士) 役場開庁日

31(日) 当番医西村内科 重信 同] 志津川合64-246 1

固定資産税第2矧・国民健康保険税第l期納期限

l 閃)
分館主事同平日教育部長研修会 19 : 30- 町民会館

リハビリ教室 13: 30-15: 30 町民 会 館

おとしよリ健康相談室 要予約 14:00- 1 6:00 役場保健婦室
宵がん ・大腸がん検診

7:30-9:30 上林公民館
(40才以上の住民)
ー ーーー ー ーー ー ーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーー ー『 ーーー ー 『司骨司 ー ーー ー ー ーーーー-----_-

3 (村 基本健康診査 9: 00-11:30 
上林公民館

(40才以上の住民) 13: 00-15: 0。
ー ー ーー--・ー ー ー ーーーーー ・ーー・ーーー ---- --- - ーーー ー ー ーーーーーーーーー ーー

町民大学 19:30- Iß] 民会館

開がん ・大腸がん検診
7: 30 -9: 30 i 林公民館

(40才以上の住民)
4 (村 ー ー ーーー ーーーーーー ー ーーー・ー ーー ーー ーーーー ー ー・. --ーー・骨『 ・ ーーーー

基本健康診査 9: 00-11:30 
上林公民館

(40才以上の住民) 13:00-15:00 

5 (翁 愛媛県市町村教育委員会連合会定期総会 ll: 00- 町民 会 館

6 (土)
役場開庁日
話ヲど ij 講ì*@ ------…ー [i 3 :3õ二 字 r ~I(Ë主- 6語

71日) 当番医 中川外科 ・ 内科 松山市南締本町 H76一 78 11

9 (刈 福寿大学 10: 00- 町民会館

8 不燃物回収日
ー ーーーーーー“ーーー ーー ーーー ーーーー ー ーーーー

印刷 乳(H児5年健10康月・診H 6査年 l 月 ・ 4 月 生まれの者) 113: 30-14: 30 町 民 会 館
ll(柄 行政心配ごと相談所 l3: 00-15: 00 役場2惰第l全議室

1 2幽 リハビリ教室 13:30-15: 30 町民 会 館

13(土) 役場開庁日

14(日) 当番医 北上靖博整形外科松山市平井田J n75-3753 
健診結果報告会

9: 30 -11: 00 重信幼稚園
18(利 (健診受診者)

----ーーーー ーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーー ー

人権相談 10 : 00 -15 : 00 重信町役t易

19幽
日j 内教職員同和教育研修会 9:10-

開]民 会 館
第2回人権講座

------_ーー ーー

13:00-
20(土j 役場開庁日

2 1(印 当番医 渡部内科 松山市街締本間J n75-2232 

22(月) 行主 L .41FFFFFFF主 ー 聖子明 l!~ : gg 三 1 6 :OOl f号境(老健担要
下駄ばき楽習②

)τl 基本健康診査 9: 00 -11: 30 
町民 会 館23(刈

(40才以上の住民) 13:00 -15: 00 

24(村
基本健康診査 9: 00-11: 30 

町民会館
(40才以上の住民) 13:00-15:00 

不燃物回収日

25(村 健診結果報告会 9: 30 -11: 00 北吉 井小体育館
(健診受診者)

心配ごと相談所 13:00-15: 00 役場1階第i全議室
3才児健康診査

13:00-14:0。 ~rJ民会館
26(鉛 (H 3年4 月 ・ 5 月 ・ 6月生まれの者)

生き 生き講座③ 13:30- ・ 2 0:00- 111] 民会館

27(士) 役tJh閉 Jr 日

粗大ごみ回収日

281日) 愛媛スポレク祭君1;予選

当番医 宮内病院 松山市北締本田r n75-0091 

29(月)
隊手L食学級

13: 30-15: 0。 町民 会 館
(H6年4 月 ・ 5 月 生 まれの者)

30(刈
基本健康診王室 9: 00-11: 30 

南野田公民館
(40才以上の住民) l3:00-15: 00 

官民乙4すめふ四 16 ・

北西北北見北 住
野 野野奈野
田岡田国良田 所

永原古古野古
f呆

田 川川 茂中川 議克健健亮
者彦勉治 i台 喜一

硲佳扱 j少健泰 出
生

史 子 也 季 史 三 !尼

6 5 5 55 5  生
年
月

2 31 29 29 28 23 日

見志見見志牛上回牛 住
奈津奈奈津
良 川 良良 川 j剃村窪樹l 所

堀菜久 富 友白谷脱 -寸会貿p ナ 氏内田保田近井松辺
仁五増泰 富 ッ

名美J'!I I 譲校久慈 登子子

66 68 69 94 51 74 58 82 91 
年
d守岳3、

6 666  6 5 5 5 5 事E
-・ ・・・

亡
σコ
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愛媛'94 そこに新しい君が見えるように

平成6年8月 4 日(利一 8月 8 日(月)

愛媛県県民文化会館

松山市総合コミュニティ センター他

吹奏楽・器楽・合唱・写真

放送 ・ 美術 ・工芸 ・郷土芸能他

期間

会場

内容

毎週水曜日 午後l時一 5時
7月 6、 13 、 20、 27 日
8月 3、 10、 17、 24、 31 日
図書館3階
64-3437 
直接来られでもかまいません。

友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校不適
応などお気軽にご相談ください。
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⑤79 1 -02 重信町大字志津川 972番地 合 (0899)64-2001 (代表)企画商工諜編集愛媛県温泉郡重信町発行
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